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緒 言

長年 ドイツ語にかかわ っている と,如 何に日本語の発音が ドイツ語をは じめ とする欧米

語や中国語,韓 国語,ロ シヤ語等 と異なるかを深 く感 じる・舌先三寸 とい うよ うに・ 日本

語では舌音に舌先が使われ る。そ して ドイツ語その他では舌先でな く舌の上面を使 ってい

る。この ことを筆者は長年の間気付いていた。然 し特に気 にかけなければ・その差は 日本

ではあま り目立たないことが多い。そ うして 「要は,ド イツ語が通 じれば よい で は な い

か」 とい う結論に圧 されて終 って しま う。但 し ドイツ語 らしく聞えるよ うに した り・良い

ドイツ語を使 うには,そ して更により深 く文学的なことを感 じとるには,母 音 と同様に・

時には母音以上に,子 音にもっと気を配 らねばな らない。子音が舌音である場合には,舌

先ではな く,舌 の上面を使 うことをせねばな らない。それはその前後 に来 る母音の発音が

影響を受けるか らである。即 ち舌先を使}ば 日本語的な母音になるか らである。外国語の

初級の教科書や文法書をあけると,は じめに必 らず出て くるのは発音に関する数ページで

ある。筆者は40年 来,い つかは,母 音 と同様に子音の大切なこと,そ のためには舌の使 い

方を正 しくす ることが記 されている本の出るのを期待 してきた。然 し筆者の知 る限 りでは

まだ見つけていない。

そ して,前 年偶然に一つの事実に気がついた。それは犬は ワンワン猫 ニャーニャーとい

う,昔 か ら変 らぬ,し かも日本列島どこへいってもなま りのバ ラエティもな く,誰 にで も

通 じる日本語を英独仏等の欧米語に比べていた時である。犬の ワンの〔ン〕と・猫 のニャー

の〔二〕についてである。何れも〔ン〕とナ行の音 として聞いて疑わないのは日本人である・

ところが これ らのなき声は ドイツ語をは じめ欧米語ではナ行〔n〕の音 としては受け とられ

ていない。今後英語がます ます普及 し,正 しい発音のできる人が増える時,こ のナ行に対

する日本人の特別な耳に気付かれることであろ う。 ドイツ語を習 う者は何 の気遣 いもな し

に,自 分の耳にひびき,自 分にできる発音によって学んでもよいであろ う。然 し教える立

場にある者は,注 意 してで きるだけ標準 とされる発音や アクセン トを身 につけるべ きであ

る。発音を音声学の分野であるとして,重 要視せず に過 ぎることは,ラ テン語のような死

語でない限 り許 されない。 自か らの発音をできるだけ正 しくす るように努力するのが,教

える者の道であると言いたい。大正,昭 和初期の頃は,筆 者の習った英語教師の中には,
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tやdの 発 音 を,例 えばitイ ッ ト,teamチ ーム,handハ ン ド,ABCDを エ ー ビーシ

ーデーに近 く言 って英語 を教 えていた先 生 もあ った
。 今 日では子供 で もテ ィー,デ ィー と

発音 で きる。今後 更 に正 しい発 音に近ず い てゆ くであろ う。

ここでは ドイ ツ語を主 と して舌 音 につ き謂 る欧米語 で は舌 先を使 うのでは な く,舌 の上

面 を使 うことや,舌 の上面 を上 あ ご(歯 茎 と硬 口蓋)に あてて出す 子音 の中,特 にnと1

を中心 に,例 を あげ て述べ てみ たい。nと1の 発音 の要 領をつか めば,他 の舌 音は 自然 に

これ にな らって発音 で き る。例 をあげ るに 当 って,筆 者 の長 年 の体 験 と同時 に,ラ ジオ の

放 送 を利 用 した。放送 され る外 国語講座 は録 音 され るの で,実 例 と して役 立つ,又 現在 の

傾 向 も実例 と して受取 る こ とが で きる と思 う。

1.日 本語のンとナ行の発音

日本語のンは文字の構成か ら言えば唯一つの子音(半 子音)で あって,ウ ンと読まれ る。

その時舌先は必 らず しも上前歯のは ぐきの裏(歯 茎)に ふれて発音 しな くても良 く,従 っ

て〔η〕に近い。然 し一一般には〔n〕をその表現にあてている。教科書に も〔n〕で記 されてい

る。又 日本語特有のンの表現に〔N〕を用い られ ることもあるのを見た り聞いた りする。

赤ちゃんが何か発音 した り,片 言を言いは じめる頃,°rに まず聞かれ る音は唇音のマ

ママ,ウ マウマ,又 は舌音のダダダ,時 にはヂャヂ ャヂャ等である。 この時のベ ビーの舌

はペタ リと上あごについて言 っている。 この点は日本 も欧米 も変 りはない。 日本ではやが

てベ ビーはこれ より,舌 先 とは ぐきの間か ら出す ナ行や ラ行をは じめ とす る舌音が発音で

きるよ うになってゆ く。すなわ ち日本語の舌先で発音す るナニヌネノや ラリル レロは後に

展開 した と考え られ る。抱 っこしている日本の幼児にhalloを 言わせる と,誠 にきれいに,

純粋 に,正 しく舌の上面で1の 発音を聞かせて くれる。 この年令の幼児にはまだ舌先を使

うのは充分 にできないよ うに見える。そ して次第に親の話すのを真似て,ラ リル レロやナ

ニヌネノ,ン 等を習得 してゆ く。一旦舌先を使 う発音ができるよ うになると,舌 面を使 う

ことは,中 学校で初めて英語を習 うまでは必要でないので,忘 れ られて しま う。その上英

語を習っても,舌 面を使 うことは注意されないので,舌 先です る発音のままに外国語の学

習は進む。

舌先を使 うのと,舌 面を使 うの とでは,あ と又は前(後 述)に 来る母音の発音が影響を

うけて変化する。例えぽ ラとlaの 場合を比べ る。声楽で ララララ… と歌 う時,舌 先を使

うとラの母音の部は〔a〕に聞えるが,舌 面では〔a〕に近 くなる。舌先が前歯の歯 く・きにふ

れる時,口 腔は広 く,従 ってアは前方で言われ,〔a〕 になる。舌面を使 うと,母 音のアは

自然に口腔の奥へ押 しや られて〔a〕になる。合唱を聞いている時,ラ ラー,ラ ラーが歌わ

れると,日 本人の合唱では〔a〕になるので,浅 く,平 た く聞え,欧 米人の場合は〔a〕に出

るので厚みがあ り,柔 らか く耳にひび く。この時の口もとをみていると,舌 が横一文字に
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ペ タ リと気楽 に見 え隠れ して いる。 ドイ ツ語をは じめ,そ の他 の欧米語 の声楽 を学ぶ 時は,

舌 の上面 を使 うことを練習 しない と,声 が 良 くて も,深 み のあ る立体 的 な歌 声が聞 かれ な

いo

ンを発音す る時,舌 先 を上 のは ぐきにつ けない こ とは〔1〕〕の よ うに聞 える こ とになる。

このため に 日本 語を外 国人 に伝 え る時は聞 きとられ に くい。例 えば 日本 の住所 氏名等 を外

国人 に書 き とって貰 お うとす る と,必 らず と言 って良 い程 聞 き返 され る。 日本 語(ニ ホ ー

ゴ),三 宮(サ ー ノ ミヤ) ,本 郷(ホ ー ゴー),本 願寺(ホ ーガ ージ),祇 園(ギ オ ー)の よ

うに聞 え る らし く,く り返 して いる とイライ ラした表情 をす る。

日本語 に もンが 〔n〕に,即 ち舌先を歯 ぐきにふれ させて リエ ゾン して発 音す る場合 が あ

る。例 えば,反 応(ハ ンノー),観 音(カ ソノ ン),安 穏(ア ンノン),云k(ウ ンヌン)

等 であ る。 野球用語 のoneoutは ワンナ ウ トと老 人で も言 う。 ア メ リカ人 の発音を真似 て

日本語化 したか らで あろ う。

これ とは反対 に,日 本 人 の発 音す る ドイ ツ語や英語 その他 は ,筆 者 の知 る限 りで は「ン」

が 聞え に くい。insMeer(イ ース メーア),eins(ア イース),ineinemStudentenheim

(イ ーアイネ ム シュ トゥデ ーテーハ イム),meanwhile(ミ ー ワイル)に 聞え る。

2.ド イ ツ人 の 日本語 の発音

それ では ドイ ツ人 そ の他欧 米人が 日本語を話す 時は,ど んな こ とが 起 こるのであろ うか 。

日本語 には1やrの 発音が な く,ラ リル レロで あ り,nに は ンが あて られて いる。欧米人

はnを み る と,反 射 的に舌面 が ピョンと上 あ ごに とびつ くよ うに見 える。 とびつ かせ ない

ためには 〔n〕では な く,〔 η〕を注 意書 きせ ねば な らない。又 日本人 の ンの発音 は〔n〕には

聞えな い。 ドイ ツ人 に電車 と言わ せ る とデ ン〔n〕チ ャとい う。 デ ン〔n〕の ところで舌面 が

上 あ ごにつ くため に,次 の シャはチ ャ とな らざるを得 ない。無理 に シ ャを言 わせ る とデ ン

〔n〕の ところで一度舌 を上 あ ごか ら離 してか らで ない と シャは発音 で きない。当然舌 を離

す音 が無声 の ヌ として 聞え る。即 ちデ ン ヌシャ とい う。今晩わ,を 言わせ ると コンヌバ ン

ヌワと言 う。 バ も ワも舌音 で ないために,〔n〕 を発音 したあ とは,い や で も舌 を一旦離 さ

なけれ ば,バ も ワも言 えない。安心 は ア ンチ ン,満 員 マ ンニ ン,電 話デ ンヌ ワ,練 習 レン

チ ュー,全 員参加 ゼ ニ ンツァン ヌカ,ふ ん い きフニキ,エ ンジ ンをかけ る エ ンヂ ノ カケ

ル,ふ とん を出す フ トノダス,新 聞 シ ンヌブン ヌ,と 発音す る(NHKラ ジオ ,ひ とくち

英会 話,MAKSIMAK,Mike,19864-7月 号)。

3.日 本人の ドイッ語の発音

一般に日本では中
,高 校で英語を習い,そ の後に ドイツ語やその他の欧米語を習 う。生

れた時か らふれているのではない外国語を,そ の国の人 と同様に使 い,話 す ことは非常に
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む ず か し い 。 然 し成 可 くそ の 国 の 言 葉 ら し く話 し た い と 誰 し も努 力 す る 。 ドイ ツ 語 ら し く

聞 え る よ うに 発 音 す る 方 法 の 一 つ と して,ド イ ツ 人 が 日 本 語 の 中 で ど の 発 音 を 日本 語 ら し

く言 え な い か と い う点 に 注 意 す る と よ い 。 そ し て こ れ ら の 点 を 逆 に 使 っ て,そ の よ う な 日

本 語 の 発 音 を ドイ ツ 語 に 混 入 し な い こ と で あ るQ例 え ぽ,nや1の 発 音 が 日 本 式 で あ る た

め に 毎 日 の よ う に 耳 に 入 っ て 来 て 気 に な る も の を あ げ る と,einsは ア イ ー ス,Menschen

メ ー シ ェ ー,Roslein,Rosleinrotレ ー ス ラ イ,レ ー ス ラ イR-一 一ト,insMeerイ ー ス

メ ー ア,alsア ー ス,elsエ ー ス,Englischエ ー ギ ッ シ ュ 又 は イ ー ギ ッ シ ュ,ineinem

Studentenheimイ ー ア イ ネ ム シ ュ1・ ウ デ ー テ ー ハ イ ム,Anfangア ー フ ァ ー グ,man・

chmalマ ー ヒ マ ー,寛 一 郎 カ ー イ チ ロ ー,Dannbinichダ ー ビ ー イ ヒ,Siehaben

schoneinenMannジ ー ハ ー ベ ー シ ョ ー ア イ ネ ー マ ー,Geldゲ ー ト,seinと

habenザ イ ー と ハ ー ベ ー,Konstanzeコ ー ス タ ー ツ ェ,Klingemannク イ ー ゲ マ ー,Bruh・

nsブ ル ー ス,oncemoreワ ー ス モ ー ア,Bonnsummitボ ー サ ミ ッ ト(某 サ ミ ッ ト と 聞

き違 え た),JohnHenryジ ョ ー ヘ ー リ ー,flowesフ ァ ワ ー ズ,challengeチ ャ エ ン ジ,

itmeansイ ッ ト ミ ー ズ 等 限 りが な い(NHKラ ジ オ ドイ ツ 語 講 座19864-7A号,

英 語 会 話19864-7月 号,続 基 礎 英 語 講 座19865-7月 号)。

こ こ で 日 本 人 は 欧 米 語 の 学 習 に 以 上 の 事 実 を 逆 に 応 用 し て,少 く と も,舌 先 を 使 っ て で

も よ い か ら,〔n〕 や 〔1〕 の 発 音 を 会 得 し,身 に つ け る と よ い 。 例 え ばeinHahnは ア イ ン

ヌ ハ ー ソ ヌ,Manhattanマ ン ヌ ハ タ ン ヌ(ハ ッ タ ン と促 音 に は し な い 。 こ の こ と に つ い

て は 別 に 述 べ た 。1975,大 手 前 女 子 大 論 集No.9促 音 便EnWILLWEBER),onehun・

dredワ ー ハ ン ド レ ド,JohnHenryジ ョ ー ン ヌ ヘ ン ヌ リ,einsア イ ン ツ,Konstanze

コ ン ツ タ ン ツ ェ,Einsteinア イ ソ チ ュ タ イ ン ヌ,Pulsプ ル ツ,Bruhnsブ ル ー ン ツ,als

ア ル ツ,Mendelssohnメ ン デ ル ツ ゾ ー ン ヌ,canyouキ ャ ニ ュ ー 又 は キ ャ ン ヌ ユ ー

(こ の 場 合 はyouのyは 子 音 で あ る か ら リエ ゾ ソ し な い と 説 明 され た こ とが あ っ た 。 そ

うで あ れ ぽ キ ャ ン ユ ー で は な くキ ャ ン ヌ ユ ー と ヌ を ン に つ け て,舌 が 上 あ ご か らは

な れ る 音 が 聞 え る べ き で あ る)。 こ の 他 に,日 本 語 に な いrの 巻 舌 や の ど ひ こ の 発 音 は む

ず か し い と し て も,誰 に で も で き る 舌 の 上 面 を 使 うt,th,s,d,z等 は 注 意 す べ き で あ る 。

そ し て 促 音 も 日 本 語 式 に 入 れ て は い け な い 。(1975,促 音 便,大 手 前 女 子 大 論 集No.9)。

4.-iin一 の 廿はnの 発 音 に影 響 され る

ドイ ツ語 やそ の他 の欧 米語 の〔n〕は,舌 先 を上 の歯 く・きにつけ るので は な くて,舌 の上

面 をぺ った りと上 あ ごにあて て発 音 され る ことは,ド イ ツ人 の 口 も とを 見て い る と分 る。

舌が 平に なった り,縦 に丸 く巻 くよ うにな ってチ ョロチ ョロ とみ え るの を筆者 は長年 の間

知 っていた 。何 故 こん な こ とにな るのだ ろ うとよ く思 った。後 年 その謎が とけ て,証 拠 を

得た。 それ はfiinfの 発 音で あ った。iiを 発音す るのに気 を と られ るの で,次 に続 くnは
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舌 をあ ま りし つか りと上 あ ごにつけ ていな いのが殆 どの 日本 人 の場 合で あ る。 そ うす る と,

ii〔y〕 は ユ 〔ju〕に近 くな って フユ ンフに な って しま う。furを 発音す る時 には 廿を 〔y〕

と言 えるの に,fiinfで はiiは ユ 〔ju〕にな って しま う。 ここにお いてiiに 続 くnの 発音

は,ど うして も舌 の上面 を上 あ ごにつけね ば,そ の前 のiiは 〔y〕 と出な い。nの 前 にあ

るiiを 〔y〕 に出す 方法 は他 にな いので ある。即 ちnは 舌 の上面 を使 って発 音 され て いる

こ とを証 明 してい る。

5.1に は二 た通 りの発音 があ る

1もnと 同様 であ って,舌 先 とは ぐきに よるのでは な くて,舌 面 を上 あ ごにつ けて発 音

す る と述 べて きた。 ところで1に は今一つ の発音 の仕方 が あ る。 それ は舌 の両側 を左右 の

歯 やは く・ぎにつ け ておい て離 す時 に出す音 で あ る。 これ は側音 で はな い。舌 を離す 時 の音

であ る。そ の瞬 間,舌 の前 方上面 は ヒ ョイ と上 あ ごにつ いて音 にな る。-ll一 の よ うに1が

重 なる時や,-il-,-el一 の綴 りの場 合 に この発音 が是非 必要 であ る。例 えばNorddeutscher

Lloydで は これ をRイ ド又 はル ロイ ドと,か な書 きされ てい る。早 く発音 され る と「ロ」に

聞え る時 もあ るが,そ れ で も始 めの1と 次 の1を ちゃん と意 識 して言 って いる。 始め の1

は舌 の両側 か ら,あ との1は 舌 の上面 か ら出てい る。Bildの 場合 を考 え る と,iを 発音 す

る時,舌 の両 側が 両側 の歯やは ぐきにつ い てい る。 その ため に次 の1は 舌 の両側 の離れ る

1の 音 に な り,舌 の上面 はそ の時上 あ ごにつ くの で,次 のd〔t〕 は舌 の上 面か ら出 る〔t〕

にな る。決 して舌先 の テ ィーには な らない。即 ち音 に深み が あ って,や わ らかいひ び きに

な る。

6.舌 音に舌面が使われる理由

日本におけるnや1の 発音の最近の解説 として身近かなものの例に,「 ドイツ語の発音」

(NHKラ ジオ,ド イツ語講座4月 号1986)を あげてみ る。「〔1〕は舌の先を上の歯 ぐき

につけて発音 します」「〔n〕は舌の先を上の歯 ぐきにつけて鼻にひびかせて出す音」 と 説

明されている。音声学大辞典には,硬 口蓋歯茎音(又 は単に歯茎音 と言い,歯 茎は内歯 ぐ

きのみを指す)と して 「この音は舌先を歯茎に,又 は歯茎 と硬 口蓋に跨がって近付け,同

時に前舌部を硬 口蓋にやや近付けて,息 を出 して摩擦 させ る音である。特 に〔1〕,〔t〕,

〔d〕などは人 によってはむ しろ硬 口蓋歯茎音 として発音す る人 もいる。」舌音の項では 「一

般に舌先,舌 端を用 いた音を指すことが多 く特に舌音だけ「を項 目として扱 うことは少い。」

と記されている。

然し欧米語を早 口に,流 暢に話そ うとす る時,舌 先 と舌の上面を両刀使いにこなす こと

は不可能に近い。舌音の各国に共通な出発点 と見てよいベ ビーのダダダ,ヂ ャヂ ャヂャ等

に舌面が使われているのをみれば,こ のまま生長と共に,舌 面を使 うことに変わ りがない
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エソ ・ウィルウェーノミー

欧 米語 の方 が 自然 に思 われ る。 日本語 の舌 先を使 う方法 は進歩 した(又 は退 化)形 であ る

とも言 え る。

実際 に両刀使 いが困難 であ る と筆者 に感 じさせた のは英 語 のthで あ った。英 語 はth

が定冠 詞 として又 はそ の他 の単語 の中に頻 繁 に出て くる。す る とその度 に舌 を上 歯 と下 歯

の間へつ き出 し,そ して他 の音は舌 をひ っ こめ て舌先 で言 ってみ る とよい。忽 ち舌は 出 し

た り入 れた りで,疲 れ て しま う。舌先 か舌面か の何れか 一つ に しぼ られ なけれ ば な らな く

なる。 この他 ドイ ツ語の場合 を例 に あげ ると 廿 のあ とにつづ く舌音 を 舌面 を使 って発音

しなければ,〔y〕 にな らないでユ 〔ju〕とな って しま うことを 経 験す る(Schuler,suf3,

Giiter,fiinf等)。

日本では舌先 を使 って,し か も〔n〕は 〔n〕に近 く発 音 され てい るた めに,猫 は ニヤ ー犬

は ワン と聞 えて,誰 も疑 わ ない。 更 に学校 で外国 語を学習 して もまだ疑わ な い。 この事か

ら日本語 と欧 米語 の舌 音 の出 し方 の根本 的な差異 に気 付 くのであ る。 同時 にそ の国の言葉

の正 しい発音 に近ず くために は,舌 の使 い方 を考慮す る ことは重要 であ る。 これ らの多 く

の事 実 の裏 ずけ として,更 に実験 的研究 を行 い科学 的 なデー ターを と り,そ の結果 に もと

ず いた研究 に発展 させた い と思 って いる。 この稿 はその前提 と して,実 験 的研究 の基 礎的

よ りど ころに した く,実 例を集 め,エ ッセ イと して記 す。筆者 の恩師,木 原均先生 が脱稿

の四 日前に急逝 され て心 の支 えを失 った思 いに沈 み,充 分 な時間的,思 考的予猶 を今 も尚

失 った思 いで いる。

ま と め

1.日 本 語の舌音 は舌先 と前 歯の歯 ぐきとの 間で発音 され る。欧米 語の舌音 は舌の上面 と

上あ ごか ら出 され る。 この差 異は その前後 に続 く母音 の発 音に影響 を与 える。 従 って母 音

の発音 と同様 に子 音の発音 も正 さねぽ,正 しい母 音が発音 され得 ない。

2.赤 ちゃん の最初 に発音す る唇 音 の マママ,ウ マ ウマ等 と共 に,舌 音 のダ ダダ,ジ ャジ

ャジ ャ等は 日本,欧 米共 に同 じで ある。即 ち舌音 は舌 の上 面 と上 あ ご との問で発音 され る。

そ して欧米語は成人 して もこの ま ま発音 され るが,日 本 語は成長 と共に舌先 の発音 に移 っ

てい った と思わ れ る。

3.正 しい欧米 語 の発音 をす るには舌面 を使 う必要が あ る。 この ことは特 にnと ユの発音

について観察 し,長 年経 験 して きた。 日本 語の ンは 〔n〕の発音 と して一般 に書かれ て いる

が,実 際 には 〔η〕の発 音 を してい る。 従 って舌 先が歯茎 のにつか ないため に,日 本人 と

欧 米人の 間の会 話が互 いに分 りに くか った り,誤 解 を生 じた りす る。

4.ン 〔n〕が実 際 には 〔η〕に発音 され てい るこ とは,猫 は ニ ャー,犬 は ワン とい う日本語

で よ く分 る。 しか も ワン,ニ ャーは 日本 中 ど こで も同一でバ リエ ー シ ョンが ない。欧米 語
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ドイツ語の発音皿,nと1に っいて

では犬猫 のな き声 に〔n〕が入 っていないが,日 本人 の耳 には ナ行や ンにひ び くので ある。

5.1の 発 音には二 た通 りあ る。-11一の場合 には,前 の1は 舌 の両側 と,両 側 の歯 ぐきと

の間か ら,そ してあ との1は 舌面 と上 あ ごの間か らとで発音 を し分け てい る。

一一--4一


